
順番

１ １ (1) 当町における部活動の現状

ア 小中学校の部活動数

イ 指導者の状況

(2) これまでの地域移行への取り組み

(3) 今後の見通しと方向性

２ (1) ICTの活用状況

(2) 教員のスキルアップへの方策

(3) 来年度導入予定のものはあるのか

３ (1) 働き方改革へのこれまでの取り組み

(2) これからの教育環境整備への考え

２ ７番
五十嵐　忍

１介護保険事業につ
いて

(1) 要介護認定を受けているが、介護保険サービスを利用し
ていない人が約２割いる。理由をどのように分析してい
るか。

(2) 在宅介護において、介護保険サービス利用を家族など介
護者が望んでも、本人が拒否している限り前に進めない
現状がある。本人にサービス利用を促す施策をするべき
ではないか。

(3) ケアする側もケアされる必要があると考えるが、そのた
めの施策をしているか。

２少子化対策につい
て

(1) 県や町が行っている不妊治療費助成事業について詳細を
伺う。

(2) 不妊治療は始めるよりもやめる決断が難しいと言われて
いる。無料化により逆に苦しむ女性が増える懸念はない
か。

(3) 行き過ぎた少子化対策は、女性にある一定の生き方を強
要することにもなりかねない。多様な生き方を認める社
会であるべきではないか。
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教員の充実した教
育環境の整備につ
いて

２番
栩内　伸治

部活動の地域移行
について

ICT教育と学校DXに
ついて
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３ ４番
石澤　貴幸

１町で保有する土地
の利活用について

(1) 小中学校も近く住宅地として最適と思われる就業セン
ター跡地は、分譲住宅用地として売却しても入札されな
いが、どのような問題があるのか。

(2) 段階的に解体を進めている西田第二団地の跡地も分譲住
宅用地として売却する考えとのことであるが、同じよう
な問題が生じるのではないか。

２AIの導入による業
務の効率化と行政
サービス向上につ
いて

(1) 総務省による自治体DX推進計画では、2026年3月までに
自治体のAI･RPAの利用促進を掲げているが、町の現在の
導入状況と考えを伺う。

３ (1) 町では今年度内にこども食堂を4回開催する予定である
が、こども食堂が地域で果たす役割や意義を町はどのよ
うに考えているか。

(2) もっとニーズに応えて有用な運営に発展してほしいと
願っているが、将来的な展望を伺う。

４ １ (1) 空き家の実態とその対策はどのように考えているのか。

(2) 特定空き家に指定した件数は何件か。強制代執行の実績
はあるのか。

(3) 空き家の解体費用の補助金交付実績は何件か。

２ (1) リンゴカのオープン以来の入場者数の推移について。

(2) 農福連携事業としての実績はどのくらいか。

(3) キクラゲ・シイタケの生産販売状況はどのようになって
いるか。

５ １ (1) 旧藤崎病院の利活用計画について

ア プランニング等の検討状況について

イ 住民参加や意見公募について

(2) 町職員の研修や副業について

ア パワハラ、セクハラ等の研修はどう実施されているのか
について

イ 職員のりんご作業等の体験プログラムを町独自に導入
し、制度化することについて

ウ 副業届出職員の現状と許可基準について

(3) マイナンバーカード健康保険証について

ア なぜ１２月実施にこだわるのかについて

イ 現行保険証との併用を認める法改正が必要ではないか、
国に求めるべきでないかについて

(4) 新たな身元引受人支援制度の検討実施について

ア 一人ぐらし世帯の藤崎町の現状と今後について

イ 病気入院、介護施設入所時における身元引受人の課題に
ついて

１１番
浅利　直志

こども食堂につい
て

８番
奈良岡　文英

空き家問題につい
て

ふじさき産業文化
交流施設(リンゴ
カ)について

町長の行政運営の
基本姿勢について


